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クラレにおける化学物質の有害性評価への取り組み
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図 8 :マウス局所 リンパ節法による皮膚感作性
評価の概要
わせて使用することで､迅速かつ合理的な評価を
達成 してお り､当社製品 ･開発品から有害物質を
排除するという観点で数々の成果を上げている｡
本マウスの系にて感作性と同時に急性的な皮膚刺
激性についても概ねの評価が可能である｡ 必要な
場合には小規模なモルモッ トの試験も社内で行う
ことが出来る｡
6)変異原性 ･癌原性評価
化学物質の発癌性を類推するための一次試験と
しては､微生物を用いる復帰突然変異 (A加ES)読
験が最も有名であり､労働安全衛生法等でも新規
化学物質について同試験の実施が義務付けられて
いる｡ しかし､AMES試験の確度は決して高くはな
く､発癌性物質の 30%程度はAMES試験では検知さ
れない｡そこで当社においては､(財)化学物質評
価研究機構からの技術指導を受け､晴乳類動物由
来培養細胞を用いる形質転換試験を社内で実施で
きる様にした｡本試験は化学物質の暴露により細
胞が実際に癌化する現象を培養皿の中で観察する
ものである｡ AMES試験では ｢陰性｣の結果となっ
た化学物質でも培養細胞形質転換試験で ｢発癌性
陽性｣となった事例を幾つか経験 しており､評価
系としての価値を実感 している｡
図9:化学物質によるマウス由来培養細胞の
シャー レ内発癌の様子
最後に
化学企業においては､販売する (使用する)
化学製品の環境影響性 ･健康影響性を的確に評価
し､その様なリスクを回避することが重大な義務
であるO 化学物質の有害性問題については､①塵
確な文献調査､②社内での効率的なスクリ一二ン
望､及び③専門の試簸機関へ委託する GLP試廉
を巧みに組み合わせて対処 して行く所存である｡
